
平成 26 年度日本原子力学会秋の大会 第 41 回炉物理部会全体会議議事録 

 

日時：平成 26 年 9 月 9 日（火）12:00-13:00 

場所：L 会場（京都大学吉田キャンパス工学部 3 号館 W3） 

 

議事概要 

１．平成 26 年度炉物理部会 部会賞 表彰式 

 平成 26 年度の炉物理部会賞受賞者に電力中央研究所の鈴木求氏が決定したことが報告され、

表彰状が授与された。 

 

２．平成 26 年度予算実績報告 

 中里財務小委員会担当幹事より配布資料 41-1に基づき平成 26年度の予算実績の報告がなされ

た。予定通り予算が執行されていることが報告された。 

 

３．第 46 回炉物理夏期セミナー、若手研究会報告 

吉岡セミナー小委員会担当幹事、吉田学生・若手小委員会担当幹事より配布資料 41-2 に基づ

き、炉物理夏期セミナー、若手研究会について報告がなされた。若手研究会の発表内容の詳細は

「炉物理の研究」に掲載される予定となっていることが報告された。 

 

４．PHYSOR2014 の準備状況について 

 中島部会長より配布資料 41-3 に基づき、PHYSOR2014 の準備状況について報告がなされた。

運営資金に関しては、黒字化になる見込みであることが報告されるとともに、黒字分については

炉物理部会と原子力学会の収入となるとの報告があった。一方、アメリカ原子力学会への黒字分

の支払いは不要とのことである。 

 

５．平成 27 年度予算案について 

中里財務小委員会担当幹事より配布資料 41-4 に基づき平成 27 年度の予算案が示され、承認さ

れた。日韓合同セミナーの開催を前提としてその旅費を計上しているが、今後の計画次第で変更

の可能性があるとのことである。 

 

６．平成 27 年春の年会の部会企画セッションその他について 

多田学術交流小委員会幹事より配布資料 41-5 に基づき、次回の部会企画セッションの候補と

なるテーマがいくつか示され、「研究炉や臨界実験装置の将来計画や今後のあり方」がテーマと

して決定した。また、8月に行われた 4部会合同日韓サマースクールについての報告がなされた。 

 

７．炉物理夏期セミナーテキストについて 

多田学術交流小委員会幹事より炉物理夏期セミナーテキストを炉物理部会ホームページ上で

公開する案が示された。テキストは有償で販売しているものなので一定の期間をおいてから公開

するといった措置や著作権への配慮などが必要との意見が出された。今後、担当幹事より部会メ



ール等で意見を募集することとなった。 

 

８．日中韓ワークショップについて 

 中島部会長より配布資料 41-6 に基づき、日中韓ワークショップについて説明がなされた。こ

れについて、 

・開催頻度によるが、全体として国際会議等での発表機会が増大することから、日中韓ワークシ

ョップでは既発表のものでも掘り下げた討論ができるような発表を含めることにすればいいの

ではないかと意見があった。しかし、この場合、Proceedings への論文掲載に関して二重投稿の

懸念がある。 

・日本での開催に関して京大炉の「炉物理専門研究会」を当てる案がある。このような場合、会

議の主催等がどこになるのか？ それに伴って、協定締結の日本側の実施主体は炉物理部会な

のか京大炉になるのか。韓国側の意向も考慮した検討が必要である。 

・開催のベネフィットは何かをよく考える必要がある。 

・中国側の意見も聴くため三か国が面会して相談する必要があるのではないか。 

・来年は国際会議がいくつか予定されているので負担が大きくならないか。 

・日本で開催する際の実施体制を決めておく必要がある。 

などの意見が出された。今後、メール等で議論を継続し、春の年会までに結論を出す方針が示さ

れた。 

 

９．「炉物理の研究」第 67 号の発行状況 

 儀宝編集小委員会担当幹事より配布資料 41-7 に基づき「炉物理の研究」第 67 号の目次案の

報告がなされた。内容について意見があればお知らせ願いたいとのことである。 

 

１０． 4 部会合同日韓サマースクールの来年度開催について 

 4部会合同日韓サマースクールを1年前倒しして来年度開催する案が核データ部会の関係者か

ら提案されている。来年度の炉物理部会の状況を踏まえて中島部会長からコメントするようにす

るとのことである。 

 

１１． 炉物理部会及び核データ部会の声明文について 

 「我が国における炉物理実験装置の必要性について」と題する声明文を核データ部会と合同で

検討することが、岡嶋氏より提案があった。今後、文言等を微修正した最終版を両部会の HP

等で公開するとともに、原子力委員会等への説明に利用することが提案され、了承された。 

 

１２． その他 

 プログラム編成委員を炉物理部会から新たに 3 名選出する必要があるので協力をお願い

したい。 

 京都大学原子炉実験所の炉物理専門研究会を 12 月 3、4 日に開催する予定である。 

 

以上 


